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Ⅰ-① 熊本県の概要・特徴
Ⅰ. 熊本県のプロフィール

地理的特徴

⚫ 熊本県は九州のほぼ中央に位置する県で、世界有数のカルデラ

を持つ阿蘇山をはじめ、有明海や八代海、天草の島々など豊富

な自然に恵まれています。

⚫ 活火山である阿蘇山があることから「火の国」と呼ばれており、ま

た、阿蘇山の噴火によって形成された地層によって地下水が豊富

なことから「水の国」とも呼ばれています。

⚫ 多くの自然を有し、水が豊富なことから全国屈指の農業県でもあ

ります（R5農業産出額全国第5位）。

項目 概要 順位

面積 7,409.13k㎡ 全国15位

人口 169.7万人 全国23位

生産年齢人口 93.1万人 全国23位

市町村数 45市町村 全国8位

県内総生産 6兆5,650億円 全国21位

⚫ 九州地方のほぼ中央に位置し、古くから九州の行政、交通、経済の拠点として発展

⚫ 県庁所在地である熊本市は九州では福岡市・北九州市に次ぐ3番目に大きな都市で、2012年政令指定都市に移行

熊本県の概要

出典：総務省統計局人口推計（2024年（令和6年）10月1日現在）、

国土交通省国土地理院全国都道府県市区町村別面積調（令和7年度）、

内閣府県民経済計算（令和4年度）など

山鹿市
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南小国町

産山村

阿蘇市
菊池市

和水町

南関町

荒尾市

長洲町 玉名市
合志市 大津町

南阿蘇村
西原村
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玉東町
菊陽町

北区

西区 東区
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宇土市
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天草市 五木村

水上村
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人吉市水俣市

芦北町

津奈木町 球磨村

山江村 相良村

あさぎり町

宮崎県鹿児島県

長崎県

佐賀県 福岡県 大分県

熊本市
嘉島町中央区

熊本県内の国の主な出先機関（九州全体・複数県を統括する機関）

⚫ 九州財務局

⚫ 熊本国税局

⚫ 九州総合通信局

⚫ 九州農政局

⚫ 九州森林管理局

⚫ 九州地方環境事務所

⚫ 陸上自衛隊

西部方面総監部
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Ⅰ-② 交通インフラ
Ⅰ. 熊本県のプロフィール

⚫ 陸海空の交通基盤が充実しており、特に、九州新幹線の全線開通（2011年3月）によって九州近郊へのアクセスが向上

⚫ 阿蘇くまもと空港の運営について、2020年からコンセッション方式を導入し、2023年春には十分な耐震性を持つ国内線ビルと国際

線ビルを一体化した新ビルが開業

⚫ 成長著しいアジアの中心に位置しており、今後、国際線の大幅拡充が予定されている

九州近郊・国内への交通アクセス 国外への交通アクセス（今後拡充予定）

東アジア路線の戦略的誘致を計画しており、現在5路線の国際線を

2029年までには8路線、将来的に17路線に拡充する予定。

⚫ 福岡まで 33分 ⚫ 鹿児島まで 44分 ⚫ 新大阪まで 178分

⚫ 東京まで 90分

⚫ 成田まで 100分

⚫ 静岡まで 100分

⚫ 中部まで 70分

⚫ 小牧まで 80分

⚫ 伊丹まで 65分

⚫ 関西まで 65分

⚫ 天草まで 20分

⚫ 沖縄まで 90分

熊本

南九州西回り
自動車道

三池港

熊本港

三角港

八代港

水俣港

釜山・台湾トランシップで

全世界へ

計画中の道路

九州新幹線

主要港湾

高速道路

⚫ 福岡まで 90分

⚫ 北九州まで 130分

⚫ 佐賀まで 100分

⚫ 長崎まで 150分

⚫ 大分まで 180分

⚫ 延岡まで 160分

⚫ 宮崎まで 145分

⚫ 鹿児島まで 140分

新幹線

車 国際線

⚫ ソウル(仁川)まで70分 ⚫ 台湾高雄まで 110分 ⚫ 香港まで 175分

国内線

※令和７年１０月末時点
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Ⅰ-③ 主な観光地
Ⅰ. 熊本県のプロフィール

主な観光地

⚫ 熊本城や天草のキリシタン遺産などの文化的観光地や、阿蘇山をはじめとした雄大な自然の両方を有する

⚫ コロナ禍で落ち込んだ観光客数も順調に回復傾向にある

県内の各所で温泉がわき、その数は118ヵ所にも及び

ます。県北には、古くから湯治場として親しまれている山

鹿温泉や玉名温泉。阿蘇エリアには、阿蘇の雄大な

景色を楽しめる阿蘇・内牧温泉や、山間にひっそり佇む

全国でも人気の黒川温泉。天草エリアには美しい夕陽

で知られる上天草温泉郷・下田温泉。県南エリアには

風情ある温泉街・日奈久温泉や人吉温泉があります。

天草は海に囲まれた、約120の島からなる諸島であ

り、イルカウォッチング等のアクティビティが楽しめる。ま

た、禁教下に仏教、神道、キリスト教と共存しながら

信仰を続けた集落として「長崎と天草地方の潜伏キ

リシタン関連遺産」として世界文化遺産に登録。

阿蘇山は世界最大級のカルデラを有する活火山。

「火の国熊本」のシンボル。良質な温泉や豊富な地

下水など、火山のもたらす恵みがあふれており、「ユネ

スコ世界ジオパーク」にも認定。

銀杏城の愛称で親しまれている熊本城は、日本三

名城の一つであり、戦を想定した様々な防衛機能を

備えた難攻不落の城。2016年4月の熊本地震で

甚大な被害を受けるも、現在天守閣は復旧（完全

な復旧は2052年度予定）。

熊本城 阿蘇

天草

グルメ

熊本ラーメン 馬刺し 辛子蓮根

観光客数（延べ宿泊数）

675.6 709.1 704.0 669.8 
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各地に良質な温泉
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Ⅰ-④ 県内総生産
Ⅰ. 熊本県のプロフィール

県内総生産額の九州に占める割合 県内総生産額と構成比

⚫ 本県の県内総生産（名目）は6.6兆円で、九州全体の約12.2%のシェア

⚫ 製造業が最も多く、次いで、保健衛生・社会事業、卸売業・小売業となっている

農林水産業

1,859億円

2.8% 鉱業

72億円

0.1%

製造業

1兆4,169億円

21.6%

電気・ガス・水道・

廃棄物処理業

1,292億円

2.0%
建設業

4,964億円

7.6%

卸売・小売業

6,611億円

10.1%

運輸・郵便業

2,609億円

4.0%

宿泊・飲食サービス業

1,188億円

1.8%

情報通信業

1,821億円

2.8%

金融・保険業

2,574億円

3.9%

不動産業

5,908億円

9.0%

専門・科学技術、

業務支援サービス業

4,549億円

6.9%

公務

3,929億円

6.0%

教育

2,768億円

4.2%

保健衛生・社会事業

7,845億円

12.0%

その他のサービス

2,600億円

4.0%

税等

891億円

1.4% 

福岡県

20兆1,871億円

（37.6%）
R4

総生産額

6兆5,650億円

佐賀県

3兆1,488億円

（5.9%）

大分県

4兆9,007億円

（9.1%）

熊本県

6兆5,650億円

（12.2%）

長崎県

4兆6,536億円

（8.7%）

宮崎県

3兆7,669億円

（7.0%）

鹿児島県

6兆485億円

（11.3%）

沖縄県

4兆4,615億円

（8.3%）

出典：内閣府県民経済計算、熊本県県民経済計算報告書（R4年度）
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Ⅱ-① 熊本県の企業誘致に関する評価【1】
Ⅱ. TSMCの誘致

⚫ 令和6年（2024年）3月に世界的半導体企業であるTSMCの日本国内初の工場が熊本県で稼働し、さらに、第二工場について

も、第一工場の隣接地に建設が決定するなど、更なる企業集積の進展が見込まれます

⚫ もともと、恵まれた地の利、豊かな自然環境、優秀な人材などが高く評価され、これまでも多くの企業からビジネス拠点として選ばれて

きました

半導体関連

産業の集積
九州地域には多くの半導体関連企業が立地（シリコンア

イランド九州）しており、特に熊本県では二百数十社の

企業が集積し、製造メーカーだけでなく、メンテナンスメー

カーや工場・器具設置メーカーなど、関連企業がまんべん

なく集積する稀有な地域でもあります。

九州の中心に

位置する熊本
九州の中央に位置し陸海空それぞれの輸送経路を有し

(熊本駅、八代港、熊本空港など）、世界各地へのアク

セスが良好です。また、熊本～大分を結ぶ中九州横断道

路や熊本～宮崎間を結ぶ九州中央自動車道延岡線の

整備も順次進められています。

「水の国」

くまもと
熊本県は環境省が選定する名水百選に全国最多の8ヵ

所選定されているほどの「水の国」です。阿蘇の山々に降っ

た雨が、時間をかけて湧き出した清らかな地下水は、食品

産業・半導体産業などの産業用水としても利用されており、

多くの企業立地に繋がっています。

九州の幹線ネットワーク概要図



半導体に関連
する学部の定員

６０名
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Ⅱ-① 熊本県の企業誘致に関する評価【2】
Ⅱ. TSMCの誘致
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出典：国土交通省令和3年都道府県地価調査

10万人に対する

医師数

全国11位

（302.2人）

合計特殊出生率

全国8位

（1.52人）

くまもとの

生活環境 熊本県は全国的にも土地の価格が安く、工場用の事業

用地のコストが低く抑えられるほか、住宅確保も容易のた

め人流増加が期待されます。また、充実した医療体制が

日々の安全な暮らしを支えています。

豊富な

理系人材

熊本県内には11大学、3短大、1高専があり、理工系の学

部が多いことが特徴です。県内就職者を職業別にみると「専

門的・技術的職業従事者」が年々増加傾向にあります。

半導体関連人材の育成強化を目指し、2024年4月に、熊

本県立技術短期大学校に「半導体技術科」を新設しました。

さらに、 2027年4月（予定）には、熊本県立大学に「半導

体学部（仮称）」の新設を目指しています。

10万人に対する

病床数

全国5位

（1,898.5人）

出典：熊本県（令和5年度熊本県暮らしの指標100）

⚫ 半導体学部（仮称）の設置構想案※

養成する人材像：半導体に関する専門知識と技術ならびに半導体に
関わる様々な分野についての横断的な知識を習得し、実践的な教育と
研究を通じて、地域社会および国際社会の発展に貢献する人材

熊本県立大学

令和9年4月（予定）

学部学科 定員 構想案

半導体学部 60名

授与する学位の名称：学士（半導体学）

カリキュラムの特徴（３つの履修モデル）：

（1）AI・先端情報、（2）マイクロエレクトロニクス、

（3）スマートマテリアル

⚫ 半導体技術科の設置

育成する人材像：「半導体製造」と「半導体製造装置」に関する技能・

技術を有する電子および機械の実践技術者

熊本県立技術短期大学校

令和6年4月～

学科 定員 関連科目

電子情報

技術科
20名

半導体工学基礎、半導体工学実習、

半導体工学Ⅰ、半導体工学Ⅱ

情報システム

技術科
20名

半導体工学基礎、半導体工学実習、

半導体デバイス工学、半導体デバイス工学実習

半導体

技術科
20名

半導体工学概論、半導体製造装置概論、

半導体工学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ、半導体材料、

半導体デバイス工学、実習 他

半導体に関連
する学科の定員

６０名

※構想案であり、今後設置認可申請の審議の中で変更があり得ます。



経済効果（九州FG公表値）

熊本県における経済効果は

2022～31年の10年間で約11兆2,000億円

10

Ⅱ-② TSMC新工場の概要と県経済への効果
Ⅱ. TSMCの誘致

⚫ 台湾半導体大手TSMCの熊本県進出は、直接的な雇用だけでなく、多方面への経済効果を生み地域活性化につながります

⚫ 民間の金融機関の試算によると経済効果は10年間で約11兆円とされています

第一工場
⚫ 2024年12月稼働開始

⚫ 設備投資額：86億米ドル

第二工場
⚫ 2027年稼働開始予定

⚫ 設備投資額：139億米ドル

概要

⚫ 建設場所 ：菊陽町原水（セミコンテクノパーク隣接地）

⚫ 雇用予定者数：約3,400人

⚫ 月間生産能力：55,000枚（300mmウエハー換算）

半導体産業の集積強化

部材など貨物量の大幅な増加

新生「シリコンアイランド九州」の実現

～熊本が日本の経済安全保障の一翼を担う～
熊
本
駅

九
州
新
幹
線

鹿
児
島
本
線

国
道
３
号
線

九
州
縦
貫
自
動
車
道

熊本県民
総合運動公園

三菱電機（株）

農業公園

国道57号線

原水駅 肥後大津駅

住吉工業団地

川辺工業団地

国道
325号線

本田技研工業（株）
熊本製作所

セミコンテクノパーク
ソニーセミコンダクタ
マニュファクチャリング（株）東京エレクトロン九州（株）

富士フイルム九州（株）

テクノリサーチパーク

北熊本
スマートI.C.

熊本I.C.

益城熊本空港I.C.

菊池テクノパーク

臨空テクノパーク

工場建設地
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Ⅱ-③ 課題への対応
Ⅱ. TSMCの誘致

⚫ TSMCの熊本進出決定後、様々な課題に対応するため、直ちに全庁横断組織を立ち上げました

⚫ また、2024年4月の木村知事就任後、既存の組織体制を見直し、新たに「地下水保全推進本部」「渋滞解消推進本部」「外国

人材との共生推進本部」及び「「くまもとで働こう」推進本部」を立ち上げました

半導体産業集積強化推進本部

環境保全部会

渋滞・

交通アクセス

対策部会

国際交流部会 教育環境部会
生活サポート

部会

人材育成・確保

部会
熊本PR部会

渋滞解消推進本部

熊本都市圏における渋滞解消に向けた取

組みを組織横断的に迅速かつ強力に推進

するため、設置

地下水保全推進本部

熊本の地下水を確実に守るため、組織横

断的に、地下水量及び地下水質の保全

の取組みを強力に進めるとともに、県民へ

の情報発信を行うため、設置

本部会議/幹事会の構成メンバー

本部

会議

⚫ 知事（本部長）

⚫ 両副知事

⚫ 関係部（公室）長

⚫ 教育長

⚫ 企業局長

⚫ 県央・県北

広域本部長

幹事会 ⚫ 庁内関係所属長

「くまもとで働こう」推進本部

県内における産業人材の育成・確保を

図るため、組織横断的に課題共有や連

携体制を構築し、課題解決に向けた取

組みを推進するため、設置

本部会議/幹事会の構成メンバー

本部

会議

⚫ 知事（本部長）

⚫ 両副知事

⚫ 関係部（公室）長

⚫ 教育長

幹事会 ⚫ 庁内関係所属長

本部会議/幹事会の構成メンバー

本部

会議

⚫ 知事（本部長）

⚫ 両副知事

⚫ 関係部（公室）長

⚫ 理事

（デジタル戦略担当）

⚫ 県警本部長

⚫ 県央・県北

広域本部長

幹事会 ⚫ 庁内関係所属長

外国人材との共生推進本部

外国人材から「選ばれる熊本」を目指し、

県内における多文化共生の推進及び外

国人材の受け入れ環境整備を組織横

断的に推進するため、設置

本部会議/幹事会の構成メンバー

本部

会議

⚫ 知事（本部長）

⚫ 両副知事

⚫ 関係部（公室）長

⚫ 教育長

⚫ 警察本部長

⚫ 各広域本部長

幹事会 ⚫ 庁内関係所属長
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災害からの創造的復興

Ⅲ



Ⅲ-① 熊本地震の概況と被害の状況
Ⅲ. 災害からの創造的復興

⚫ 平成28年熊本地震は、観測史上初めて、同一地域において震度7の地震がわずか28時間の

間に2度発生しました

⚫ 県内の人的被害は、死者は270人を超え（災害関連死を含む）、重軽傷者は2,739人に

上っています

⚫ 住家被害は、約19万8千棟に上り、また、国道57号や国道325号阿蘇大橋などの幹線道路の

寸断や停電、ガス供給停止、断水、通信断絶など、県民の生活を支えるインフラに大きな被害

が生じました

⚫ 県内の被害額は、県や関係機関が公表した推計で、約3.8兆円に上っています

商業施設の被害（健軍商店街）

文化財の被害（熊本城）

阿蘇地域周辺の被害

県内の指定文化財等

355件が被災

（国100件、県59件、

市町村196件）

13

俵山ルートと併せ九州の横軸となる

阿蘇・大分方面の主要ルートが完全

に寸断、阿蘇地域が孤立状態に
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仮設住宅入居者数
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Ⅲ-② 熊本地震からの創造的復興【1】
Ⅲ. 災害からの創造的復興

⚫ 発災から8年が経過し、「すまい」の再建や阿蘇へのアクセスルートの回復、熊本城の復旧、益城町の復興まちづくりなど、創造的

復興に向けた重点10項目を着実に実施しています

「すまい」の再建 熊本城の復旧

コンセッション方式の導入による空港ビルの創造的復興

⚫ 令和5年3月末、災害救助法による応急仮設住宅の供与終了 ⚫ 令和14年度：宇土櫓、本丸御殿の復旧完了

⚫ 令和34年度：全ての復旧が完了

⚫ 令和5年3月 国内線・国際線一体型の新旅客ターミナルビル供用開始

2016年4月22日
ほおあてごもん

頬当御門から天守閣方面

2021年6月28日

天守閣内部公開開始

2051年度目標値
⚫ 国際線17路線
⚫ 旅客数622万人

（うち国際線175万人）
⚫ SKYTRAX5スターを取得

益城町木山仮設団地 益城町市ノ後第二団地

仮設住宅から

災害公営住宅へ

災害救助法から県・町の独自支援へ

99.9％が

すまいを再建

20,255世帯

47,800人

5世帯

10人

（人数）

R5.3 （年月）

最後のお一人が

すまいの再建を

果たすまで継続

支援
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Ⅲ-② 熊本地震からの創造的復興【2】
Ⅲ. 災害からの創造的復興

阿蘇へのアクセスルートの回復

⚫ 国道57号／国道325号阿蘇大橋の早期復旧

2020年10月3日 開通 2021年3月7日 開通

3

国道57号 現道部 国道57号 北側復旧ルート 国道325号 新阿蘇大橋

熊本地震からの復旧状況

1

3

2

現在
（2022年）

地震直後
（2016年）

元画像待ち

大規模な斜面崩壊により国道57号、
国道325号及びJR豊肥本線が通行不能に

21
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Ⅲ-③ 令和2年7月豪雨の概況と被害の状況
Ⅲ. 災害からの創造的復興

⚫ 7月3日の夜半前から県南部を中心に線状降水帯が形成され、1日で7月約1ヵ月分の降水量となり、7月4日朝方にかけての12

時間降水量は、県南9地点で観測史上1位を記録しました

⚫ 豪雨は県内各地で河川の氾濫や土砂災害等を引き起こし、家屋の浸水や倒壊、公共土木施設、ライフラインに甚大な被害をもた

らしました県内の人的被害は、死者は67人、行方不明者は2人、重軽傷者は50人に上っています

⚫ 住家被害は、7,400棟を超えるとともに、国道219号、JR九州肥薩線など県民の生活に不可欠な道路や鉄道といったインフラ施

設、商工業、観光業、農林水産業などにも甚大な被害が生じました

⚫ 県内の被害額は、被災自治体や関係機関等からの聞き取り及び被害状況からの推測により試算したところ、約5,222億円に上っ

ています

文化財の被害（青井阿蘇神社（国宝）） 土石流による被害（JR肥薩線 吉尾地区）

球磨川の氾濫で浸水した市街地

濁流で一部が流出した西瀬橋
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Ⅲ-④ 令和2年7月豪雨からの創造的復興
Ⅲ. 災害からの創造的復興

⚫ 復旧・復興に向けた重点10項目を掲げるとともに、自然環境との共生を図りながら、流域全体の総合力で安全・安心を実現する

「緑の流域治水」を推進しています

「すまい」の再建 国道219号等の早期復旧

鉄道の復旧（くま川鉄道） 人吉・球磨の観光復興

⚫ ピーク時の約9割がすまいの再建を実現し、残る152世帯（256人）も再建

の目処が立っている。

⚫ 球磨川の流失橋梁、

国道219号の早期復旧。

⚫ R5年度までに左岸側橋台及び橋脚の設置が完了

⚫ 令和8年度前半の全線運転再開を目指す

⚫ コンテンツを活用した賑わい創出、誘客促進

⚫ 球磨焼酎の魅力発信・販路拡大

流失した球磨川第4橋梁 球磨川第4橋梁の工事状況（R6.5）
AR・デジタルスタンプラリー

アプリの配信 人吉市内における影絵の点灯 球磨焼酎フェア

A2橋台 P1橋脚 A1橋台

R6.6末時点 A2～P1間架設完了

至：人吉市

坂本橋（主要地方道 坂本人吉線）

至：
八代市街

球磨川

権限代行区間

球磨川沿いの両岸

延長約100km・

橋梁10橋

坂本橋

沖鶴橋

R3年7月29日より

一般車両通行可能

約11km

1,814世帯

562世帯

372世帯
152世帯

0

500

1,000

1,500

2,000

R3.1 R5.4 R5.12 R7.3

仮設入居者等（世帯）

ピーク時の9割が

すまいの再建を

実現

全ての世帯の再建に目処
ピーク時

仮設住宅をすまいの

再建先として改修

E3

（年月）

©緑川ゆき・白泉社／「夏目友人帳」製作委員会 



Ⓒ 2010熊本県くまモン

一般会計予算の概要

Ⅳ

～予算から見るくまもと～



災害復旧事業費
18,127（2.1%）
【＋1.0%】

国直轄事業負担金
16,299（1.9%）
【＋25.7%】
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Ⅳ-① 当初予算の概要（歳入・歳出予算）
Ⅳ. 一般会計予算の概要 ～予算から見るくまもと～

⚫ 令和7年度当初予算は、総額8,448億円で、令和6年度（肉付け含む※1）と比較し114億円の減

⚫ 熊本地震や令和2年7月豪雨への対応に係る事業の減や、定年延長に伴う退職手当の減、税収に連動した税交付金の減が主な

要因として挙げられる。
※1 令和6年度当初予算と令和6年度6月補正予算の総計（知事の改選期を迎えることから、令和6年度当初予算は骨格予算として編成、6月補正予算を肉付け予算として編成した）

※ 各項目についての計数は、表示単位未満を四捨五入したものであり、その内訳は合計と一致しない場合がある。

令和7年度当初予算［歳入］ 令和7年度当初予算［歳出］

（単位：百万円） （ ）内は構成比 【 】内は前年度増減率 （単位：百万円） （ ）内は構成比 【 】内は前年度増減率

分担金及び負担金
4,520（0.5%）【+8.7%】

使用料及び手数料
9,382（1.1%）【+3.8％】

令和7年度

当初予算

8,448億円

【▲1.3%】

諸収入
58,992（7.0%）【▲12.0%】

繰入金
56,443（6.7%）【▲3.5%】

財産収入
2,243（0.3%）【+11.0%】

寄附金
563（0.1%）【▲11.8%】

義務的経費
401,541（47.5%）
【+1.7%】

その他
264,911（31.4%）

【▲6.6%】

投資的経費
178,345（21.1%）

【+0.4%】

令和7年度

当初予算

8,448億円

【▲1.3%】

物件費
35,848（4.2%）
【▲3.8%】

県税
163,953（19.3%）

【▲0.0％】

地方交付税
222,200（26.3%）【▲3.1%】

地方特例交付金
792（0.1%）【▲83..2％】

県債
82,003（9.7%）

【＋7.2％】

国庫支出金
119,050（14.1%）

【▲2.1%】

地方消費税清算金
91,809（10.9%）【＋5.1％】

地方譲与税
32,617（3.9%）【+5.2％】

交通安全対策特別交付金
229（0.0%）【▲7.3％】

人件費
179,580（21.3%）

【＋0.1%】

扶助費
115,728（13.7%）

【＋1.5%】

公債費
106,233（12.6%）

【＋4.7%】

その他 229,063（27.2%）
【▲7.0%】

普通建設事業費
143,920（17.0%）

【▲1.8%】
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Ⅳ-② 当初予算の概要（当初予算額の推移）
Ⅳ. 一般会計予算の概要 ～予算から見るくまもと～

当初予算額の推移

6,175 
6,329 

6,878 

7,155 

7,707 

1,057 808 

735 

829 

854 

7,232 7,193 7,154 7,213 7,137 7,180 
7,343 

7,538 7,613 

8,857 

8,338 

7,915 7,984 

8,651 

9,030 
9,136 

8,561 
8,448 

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

8,500

9,000

9,500

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

当初（骨格）予算

肉付け予算

（億円）

骨格0

熊本広域大水害
7月豪雨災害

新型コロナ感染症
熊本地震

骨格骨格骨格骨格
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財政の姿

Ⅴ

～決算状況から見るくまもと～
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Ⅴ-① 県政運営に関する基本方針
Ⅴ. 財政の姿 ～決算状況から見るくまもと～

⚫ 県政運営の最上位の方針である「くまもと新時代共創基本方針」と、これを具体化する「くまもと新時代共創総合戦略」を策定しまし

た

くまもと新時代共創基本方針

県民みんなが安心して笑顔になり、持続的で活力あふれる熊本の未来をともに創る

～世界に開かれた熊本、世界へ羽ばたく熊本～

1 こどもたちが笑顔で育つ熊本

幼児教育・保育の質の向上、結婚・妊娠・出産・子育てが安心してできる

環境の整備、個性を伸ばす教育 等

⚫ 施策①：こども・若者がキラキラ輝く社会づくり
⚫ 施策②：家庭や子育てに夢を持てる社会づくり
⚫ 施策③：質の高い教育・未来を担う人材の育成

2 世界に開かれた活力あふれる熊本

半導体関連産業の集積、「食のみやこ熊本県」の創造、人材確保・育成、

スポーツ・観光・文化芸術の振興 等

⚫ 施策①：「くまもとで働く」人材の確保・育成
⚫ 施策②：世界に伍する産業拠点熊本の創出
⚫ 施策③：「食のみやこ熊本県」の創造

⚫ 施策④：スポーツ、観光、文化芸術の振興
⚫ 施策⑤：交通の利便性向上

3 いつまでも続く豊かな熊本

自然環境の保全、移住定住の推進、魅力ある地域づくり、多様性を認め

合う社会 等

⚫ 施策①：豊かな自然の保全
⚫ 施策②：移住定住、関係人口創出

4 県民の命、健康、安全・安心を守る

創造的復興と「緑の流域治水」の推進、災害に強い県土づくり、健康長寿

な社会、安全・安心の地域づくり 等

⚫ 施策①：「緑の流域治水」を核とした創造的復興
⚫ 施策②：災害に強い県土づくり
⚫ 施策③：健康で長寿な社会づくり

⚫ 施策④：安全・安心の地域づくり
⚫ 施策⑤：水俣病問題への対応

取組の

方向性

取組の

方向性

取組の

方向性

取組の

方向性

⚫ 施策③：魅力ある地域づくり
⚫ 施策④：社会の多様性



歳出決算

1,789 

1,661 

1,708 

1,735 

1,724 

290 

277 

261 

263 

260 

1,033 

1,039 

1,051 

978 

980 

2,303 

2,477 

3,064 

3,125 

2,679 

2,027 

2,190 

2,208 

2,159 

1,992 

1,361 

1,394 

1,491 

1,768 

1,383 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

R6

R5

R4

R3

R2

人件費 扶助費 公債費

補助費等 投資的経費 その他
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Ⅴ-② 歳入・歳出決算の状況（普通会計）
Ⅴ. 財政の姿 ～決算状況から見るくまもと～

⚫ 決算規模は、令和2～4年度は新型コロナウイルス感染症への対応や令和2年7月豪雨からの復旧・復興関連事業の実施に伴い、

歳入歳出ともに例年と比べ高水準となったが、R6年度は、新型コロナの5類移行に伴う関連事業の減等により歳入・歳出ともに決算

規模は減少（歳入：前年度比▲3.4％、歳出：前年度比▲2.6%）となった

歳入決算

令和6年度

歳入総額

9,222億円

【▲3.4%】

2,399 

2,259 

2,247 

2,176 

2,021 

2,338 

2,332 

2,335 

2,443 

2,203 

943 

1,007 

963 

1,227 

1,288 

1,447 

1,822 

2,635 

2,636 

2,156 

2,094 

2,124 

2,106 

1,987 

1,779 

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

R6

R5

R4

R3

R2

地方税 地方交付税 県債

国庫支出金 その他
地方税
2,399

【+6.2%】

地方交付税
2,338

【＋0.3%】

県債
943

【▲6.3%】

国庫支出金
1,447

【▲20.6%】

その他
2,094

【▲1.4%】

普通会計：全予算会計の中から病院、電気、下水道事業等いわゆる「公営事業会計」に属するものを除いたもの。

（億円）

9,543

10,469

10,286

9,446

9,222

※ 各項目についての計数は、表示単位未満を四捨五入したものであり、その内訳は合計と一致しない場合がある。

（単位：億円）
【 】内は前年度増減率

令和6年度

歳出総額

8,803億円

【▲2.6%】

人件費
1,789

【＋7.7%】

公債費
1,033

【▲0.5%】

補助費等
2,303

【▲7.0%】

投資的
経費

2,027
【▲7.4%】

その他
1,361

【▲2.4%】

（億円）

9,038

10,028

9,783

9,018

8,803

（単位：億円）
【 】内は前年度増減率

扶助費
290

【+4.8%】

人件費
定年延長に伴う退職手当の増（+81.2億円）や常勤職員のベース

アップによる人件費の増（+41.6億円）等により、全体で7.7%の増

扶助費

障害児施設給付費（通所支援事業等）の増（+3.6億円）や児童

養護施設等及び里親委託に係る措置費の増（＋3.0億円）等によ

り、全体で4.8%の増

公債費

臨時財政対策債の減（▲19.6億円）の減、災害復旧事業債（＋

7.7億円）、防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債（+5.0億

円）の増等により、全体で0.5%の減

補助費等

新型コロナ感染症患者等入院病床確保事業の皆減（▲100.8億

円）や熊本地震復興基金交付金（市町村事業）の減（▲55.4億

円）等より、全体で7.0%の減

投資的

経費

道路新設改良費の減（▲19.0億円）のほか、土木災害復旧費

（▲74.9億円）や商工災害復旧費（▲57.6億円）の減等により、

全体で7.4%の減

その他

新型コロナ医療・検査等体制整備事業の減（▲14.8億円）や高齢

者施設等クラスター発生防止対策事業の減（▲4.6億円）、移住定

住加速化事業の減（▲3.2億円）等により、全体で2.4%の減

地方税

法人事業税の増（+35.8億円）や不動産取得税の増（+12.2億

円）、地方消費税（清算後）の増（+95.7億円）等により、全体で

6.2%の増

地方

交付税

普通交付税は増（+11.1億円）となったものの、特別交付税は減

（▲5.0億円）となり、全体で0.3%の増

県債

臨時財政対策債の減（▲15.3億円）に加え、公共土木直轄災害

復旧事業負担金（▲42.0億円）や河川直轄事業負担（▲22.7

億円）の減等により、全体で6.3%の減

国庫

支出金

コロナ臨時交付金（▲199.8億円）やコロナ包括支援交付金

（▲179.6億円）、社会資本整備総合交付金（▲26.2億円）の

減等により、全体で20.6％の減
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Ⅴ-③ 決算規模（普通会計）
Ⅴ. 財政の姿 ～決算状況から見るくまもと～

⚫ H28熊本地震からの復旧・復興の進捗に伴い、歳入歳出ともに減少していたが、新型コロナウイルス感染症への対応や令和2年7月

豪雨からの復旧・復興関連事業の実施によって、R2年度からR3年度にかけて歳入歳出ともに決算規模が拡大。

⚫ コロナ関連事業の終了等により、R4年度以降は歳入歳出ともに減少

決算規模の推移

9,248 

8,751 

8,265 

7,966 

7,631 

7,359 
7,473 

7,484 

7,415 

8,224 
8,358 

7,664 

7,690 

8,227 

7,832 

7,616 

10,189 

9,774 

9,205 

8,253 

9,446 

10,469 
10,286 

9,543 

9,222 

8,929 

8,463 

7,971 

7,710 

7,413 
7,192 

7,277 7,309 7,248 

7,978 

8,084 

7,385 7,406 

7,804 

7,547 7,371 

9,844 

9,429 

8,913 

7,976 

9,018 

10,028 

9,783 

9,038 
8,803 

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

歳入決算額 歳出決算額

普通会計：全予算会計の中から病院、電気、下水道事業等いわゆる「公営事業会計」に属するものを除いたもの。

※ 平成12年までは、チッソ県債借換という特殊事情（平成9年度）を除くと8,000億円台で推移。その後、国の地方財政計画の縮小や県の財政健全化計画に基づく取組み等により減少傾向に転じ、平成17年度から平成20年度

は7,000億円台前半まで減少。しかし、平成21、22及び25年度は、大型の経済対策等の実施に伴い8,000億円前後まで増加。平成23年度及び平成24年度はこれらの縮小により7,000億円台となった。平成28年度は熊本地

震からの復旧・復興を図るための予算編成により、約1兆円規模となった。平成29年度、令和元年度は、熊本地震関連の災害復旧事業の減少に伴う国庫補助金の減、災害復旧事業の減などにより前年度に比べ歳入歳出ともに

減となった。令和2、3年度は令和2年7月豪雨及び新型コロナウィルス感染症対応事業等によって、歳入歳出ともに増となったが、令和4年度から減に転じた。

（億円）
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Ⅴ-④ 財政指標（普通会計）
Ⅴ. 財政の姿 ～決算状況から見るくまもと～

⚫ 地方公共団体の財政力を示す「財政力指数」は、昨年度から上昇

⚫ 財政規模に対する公債費の大きさを示す「実質公債費比率」は、平成28年熊本地震及び令和2年7月豪雨関連の償還が本格

化しつつあることから、年々増加し、昨年度から0.6ポイント上昇

⚫ 財政規模に対する負債の大きさを示す「将来負担比率」は、分母にあたる標準財政規模が増加したことや、定年延長の影響により

退職手当負担見込額が減少したことから4.5ポイント低下

普通会計：全予算会計の中から病院、電気、下水道事業等いわゆる「公営事業会計」に属するものを除いたもの。

項目 R2決算 R3決算 R4決算 R5決算 R6決算

実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし

連結実質赤字比率 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし

実質公債費比率 7.7 7.3 7.8 8.3 8.9

将来負担比率 210.9 198.3 209.5 217.0 212.5

財政力指数 0.43 0.40 0.40 0.40 0.42

標準財政規模（単位：百万円） 425,882 442,289 435,111 440,448 448,037

自主財源比率 37.1 36.7 38.7 42.1 43.8

経常収支比率 92.7 84.9 90.5 91.5 89.9

実質収支（単位：百万円） 23,985 20,600 24,628 30,923 21,663

実質単年度収支（単位：百万円） 11,332 ▲3,385 4,035 6,303 ▲9,260

【各指標の目安】

※ 実質赤字比率 ：3.75%以上→早期健全化団体、5%以上→財政再生団体

※ 実質公債費比率：18%以上→起債許可団体、25%以上→早期健全化団体、 35%以上→財政再生団体

※ 連結実質赤字比率：8.75%以上→早期健全化団体、15%以上→財政再生団体

※ 将来負担比率 ：400%以上→早期健全化団体
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Ⅴ-⑤ 将来負担比率と実質公債費比率
Ⅴ. 財政の姿 ～決算状況から見るくまもと～

⚫ 令和5年度の実質公債費比率、将来負担比率は、ともに健全化判断比率を大きく下回っており、財政の健全性は保たれている。

実質公債費比率（%）

将
来
負
担
比
率
（
％
）
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Ⅴ-⑥ 公債費及び県債残高の推移・県債管理基金等の状況
Ⅴ. 財政の姿 ～決算状況から見るくまもと～

⚫ 財政健全化の取組みにおける投資的経費の抑制や金利低下に伴い、公債費は減少傾向にあったが、令和4年度から増加に転じ、

令和6年度は1,033億円

⚫ 臨時財政対策債、減税補てん債（交付税措置のある75%分に限る）、熊本地震・令和2年7月豪雨関連等を除いた通常債の

残高は、財政健全化の取組みによって減少トレンドを維持してきたが、国土強靱化事業への取組み等が影響し、令和2年度から増

加に転じている

通常債：臨時財政対策債、減税補てん債（交付税措置のある75%分に限る。）、熊本地震・令和2年7月豪雨関連等を除いたもの。

公債費（元利償還金）の推移 県債残高の推移 基金の状況

898 883 892 
971 957 946 

114 97 85 

80 81 87 

0
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1,200
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（億円）
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市場公募債の状況
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Ⅵ-① 市場公募債の状況【1】
Ⅵ. 市場公募債の状況
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⚫ 令和7年度においては、7月に5年債100億円、 10年定時償還債（主幹事方式）100億円を発行、 10月に10年債100億円

を発行予定

⚫ また、今年度もグリーン共同債50億円を発行予定

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

5年債（満期一括） 100 100

10年債（満期一括） 100 100

20年債（定時償還） 100 100

共同債※2 50 50 50 50 50 50 300

グリーン共同債 15 15 20 50

合計 50 50 250 65 100 65 50 20 650

令和7年度発行計画※1
（億円）

※1 発行計画は、年度途中に変更する場合がある。

※2 共同債は、全国型市場公募債を発行する地方公共団体（37団体）が共同して発行する債券。

【これまでの経緯】

⚫ 平成15年度に初めて住民参加型市場公募債を30億円（5年債）発行

⚫ 平成16年度に全国型市場公募債を100億円（10年債）を発行

⚫ 平成17年度から平成20年度まで、個別債を300億円発行

⚫ 平成18年度から共同債300億円を発行

⚫ 平成21年度から令和元年度までは個別債200億円、共同債300億円を発行

⚫ 令和2年度は個別債300億円、共同債300億円を発行

⚫ 令和3年度は個別債400億円、共同債300億円を発行

⚫ 令和6年度発行分は7月に5年債100億円、10年定時償還債100億円を発行済。

10月に10年債100億円を発行。共同債総額300億円、別途グリーン共同債を50

億円発行



Ⅵ-① 市場公募債の状況【2】
Ⅵ. 市場公募債の状況
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⚫ 平成16年度に初めて全国型市場公募債を発行し、令和2年度からは主幹事方式による定時償還債も発行

発行額の推移
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Ⅵ-② 資金調達額の推移（借換債を除く）
Ⅵ. 市場公募債の状況

31
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⚫ 民間資金（市場公募 + 銀行等引受）について、令和4年度以降は臨時財政対策債の発行が大幅に少なくなり、発行総額が減

少。公的資金を優先的に借り入れていることから民間資金の割合が低下

⚫ 令和6年度は、市場公募債を650億円（うち503億円は借換債に充当）発行。

⚫ 市場公募債の発行額のうち、350億円は共同債、100億円は主幹事方式、200億円はシ団方式で発行

通常債：臨時財政対策債、減税補てん債（交付税措置のある75%分に限る。）、熊本地震・令和2年7月豪雨関連等を除いたもの。

※ 各項目についての計数は、表示単位未満を四捨五入したものであり、その内訳は合計と一致しない場合がある。

新発債発行額の推移 新発債発行額の推移（資金別）

1,135

1,311
1,227

964 933

（億円） （億円）

1,006
933

1,135

1,311
1,227

964
1,006





熊本県債に関するお問い合わせ先

熊本県総務部財政課

〒862-8570 熊本市中央区水前寺6丁目18番1号

TEL 096-333-2084 FAX 096-382-7815

E-MAIL zaisei@pref.kumamoto.lg.jp

HPアドレス http://www.pref.kumamoto.jp/

⚫ 本資料は投資家向けに情報提供するものであり、投資に関する

売買等の取引を提案、勧誘、助言するものではありません

⚫ 本資料に掲載している情報は、修正される場合があります Ⓒ 2010熊本県くまモン


	スライド 0: 熊本県財政の概要
	スライド 1: 目次
	スライド 2: 熊本県のプロフィール
	スライド 3: Ⅰ-① 熊本県の概要・特徴
	スライド 4: Ⅰ-② 交通インフラ
	スライド 5: Ⅰ-③ 主な観光地
	スライド 6: Ⅰ-④ 県内総生産
	スライド 7: TSMCの誘致
	スライド 8: Ⅱ-① 熊本県の企業誘致に関する評価【1】
	スライド 9: Ⅱ-① 熊本県の企業誘致に関する評価【2】
	スライド 10: Ⅱ-② TSMC新工場の概要と県経済への効果
	スライド 11: Ⅱ-③ 課題への対応
	スライド 12: 災害からの創造的復興
	スライド 13: Ⅲ-① 熊本地震の概況と被害の状況
	スライド 14: Ⅲ-② 熊本地震からの創造的復興【1】
	スライド 15: Ⅲ-② 熊本地震からの創造的復興【2】
	スライド 16: Ⅲ-③ 令和2年7月豪雨の概況と被害の状況
	スライド 17: Ⅲ-④ 令和2年7月豪雨からの創造的復興
	スライド 18: 一般会計予算の概要
	スライド 19: Ⅳ-① 当初予算の概要（歳入・歳出予算）
	スライド 20: Ⅳ-② 当初予算の概要（当初予算額の推移）
	スライド 21: 財政の姿
	スライド 22: Ⅴ-① 県政運営に関する基本方針
	スライド 23: Ⅴ-② 歳入・歳出決算の状況（普通会計）
	スライド 24: Ⅴ-③ 決算規模（普通会計）
	スライド 25: Ⅴ-④ 財政指標（普通会計）
	スライド 26: Ⅴ-⑤ 将来負担比率と実質公債費比率
	スライド 27: Ⅴ-⑥ 公債費及び県債残高の推移・県債管理基金等の状況
	スライド 28: 市場公募債の状況
	スライド 29: Ⅵ-① 市場公募債の状況【1】
	スライド 30: Ⅵ-① 市場公募債の状況【2】
	スライド 31: Ⅵ-② 資金調達額の推移（借換債を除く）
	スライド 32
	スライド 33

